
●この広報誌の内容はホームページでもご覧になれます。 http://www.town.manno.lｇ.jp

July

7月号の主な内容 

●まんのう町人事 

●まんのう町国際交流協会  会員募集中 

●「国際交流のつどい」参加者募集中 

●パブリック・コメント手続要綱  制定 

●国保ヘルスアップ事業  本格始動 

〈平成19年6月1日現在〉 
●人口 20,558 人（前月比－14 人） 
　男： 9,868 人 
　女： 10,690 人 
●世帯数 6,914 戸（前月比＋7 戸） 

まちの動き 

2007 Vol.16

帆山地区のひまわり畑 
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5
月
13
日
、
町
民
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
平
成
19
年
度
ま
ん
の
う
町
環
境
美
化

推
進
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
18
年
度
事
業
報
告
、

平
成
18
年
度
収
支
決
算
お
よ
び
監
査
報

告
、
平
成
19
年
度
事
業
計
画
案
、
平
成
19

年
度
収
支
予
算
案
が
議
案
に
挙
が
り
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
平
成
19
年
度
の
事
業
計
画

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
基
本
方
針
】

　

地
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
や
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
ご
み
の
減
量

化
、
分
別
収
集
、
再
資
源
化
、
グ
リ
ー
ン

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
活
動
を
促
進
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
社
会

を
構
築
し
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
人
と
自
然
が
共
生
す
る
快
適
で

潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

【
重
点
事
業
】

① 

地
球
環
境
に
や
さ
し
い
活
動
や
商
品
購

入
の
啓
発
・
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

② 

環
境
美
化
微
生
物
え
ひ
め
Ａあ

いＩ
│
２に

を

町
内
に
普
及
さ
せ
、
ご
み
の
減
量
化
と

環
境
浄
化
を
促
進
さ
せ
ま
す
。

③ 

地
域
住
民
の
環
境
問
題
に
関
す
る
研
修

の
実
施
や
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校

の
児
童
、生
徒
に
環
境
教
育
を
実
践
し
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
の
現
状
を
認

識
し
て
も
ら
い
ま
す
。

【
啓
発
普
及
事
業
】

① 

環
境
に
関
す
る
問
題
や
課
題
に
つ
い
て

町
広
報
誌
や
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
な
ど
で

周
知
、
啓
発
を
し
て
い
く
。
ご
み
の
不

法
投
棄
根
絶
や
ご
み
集
積
所
な
ど
の
美

化
の
た
め
に
、
環
境
啓
発
用
看
板
を
設

置
し
、
地
域
住
民
の
環
境
美
化
に
関
す

る
意
識
の
向
上
や
啓
発
を
行
う
と
と
も

に
町
と
地
域
相
互
の
連
絡
を
密
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
予
防
と
対
策
に
努

め
ま
す
。

② 

地
球
温
暖
化
に
関
す
る
情
報
を
住
民
に

提
供
し
、
そ
の
問
題
に
対
す
る
意
識
を

高
め
、
防
止
の
た
め
の
実
践
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

③ 

グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
活
動
を
啓

発
し
て
い
く
と
と
も
に
、
環
境
浄
化
微

生
物
な
ど
を
普
及
さ
せ
、
ご
み
の
排
出

抑
制
を
進
め
、
環
境
負
荷
を
軽
減
す
る

運
動
を
し
ま
す
。

④ 

廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
方
法
の
周
知

や
資
源
ご
み
の
回
収
運
動
を
よ
り
促
進

し
、リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

⑤ 

環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
に
環
境

問
題
を
提
起
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
涯

を
通
じ
て
の
環
境
に
つ
い
て
の
関
心
や

理
解
を
深
め
て
意
識
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

平
成
19
年
度
事
業
計
画
表

こ
の
他
に
も
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
支
援

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
協
力
に
よ
る

学
校
な
ど
で
の
環
境
学
習

● 

花
の
植
栽
な
ど
に
よ
る
環
境
美
化
活
動

支
援
事
業

ま
ん
の
う
町

環
境
美
化
推
進
協
議
会
総
会　

開
催

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中（通

年
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

環
境
保
全
課　

薀（
７
３
）０
１
２
３

仲
南
支
所　

薀（
７
７
）２
１
１
１

琴
南
支
所　

薀（
８
５
）２
１
１
１

平
成
19
年
度

ま
ん
の
う
町 

環
境
美
化
推
進 

協
議
会 

環
境
活
動
ほ
か 

平成１９年 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 
平成２０年 

１月 ２月 ３月 

総
会
　
13
日（
日
） 

第
１
回
役
員
会 

一
日
環
境
バ
ス 

 

第
２
回
役
員
会 

 

環
境
展 

 

第
３
回
役
員
会 

 

第
４
回
役
員
会 

環
境
視
察
研
修 

（
資
源
ご
み
処
理
施
設
） 

町
内
一
斉
清
掃 

　
　
　
３
日（
日
） 

琴
南
美
化
活
動 

　
　
　
５
日（
日
） 

町
内
一
斉
清
掃 

　
　
　
25
日（
日
） 

琴
南
美
化
活
動 

　
　
　
23
日（
日
） 

環
境
コ
ー
ラ
ス「
ポ
コ
・
ア
・
ポ
コ
」 

（
歌
と
劇
に
よ
る
環
境
学
習
） 

え
ひ
め
Ａ
Ｉ
―
２
講
習 

訂正とおわび／広報まんのう6月号といっしょにお配りしました「ごみ収集分別表」に一部誤りがありました。
　　　　　　　香川県農協十郷支店および七箇支店でも粗大ごみシールを販売しています。
　　　　　　　訂正しておわびいたします。 2

平成19年度まんのう町環境美化推進協議会総会
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ま
ん
の
う
町
環
境
美
化
推
進
協
議
会
役
員

（
平
成
19
年
5
月
1
日
現
在
）

任
期
／ 

平
成
18
年
4
月
1
日
〜
平
成
20
年

3
月
31
日

地区
名等

自
治
会
名

氏　
　

名

（
敬
称
略
）

備　

考

琴　南

仲　

空

和
泉　
　

豊

川
東
下

小
山　

貴
志

堀　

田

古
田　

昭
義

副
会
長

長　炭

上
種
子

曽
我
部
良
則

片
岡
西

川
田　

英
則

会　

計

樫　

林

平
田　

博
己

吉　野

八
幡
西

為
闊　

和
顴

監　

査

旭
東
下

大
平　
　

豊

神　野

池　

下

宮
闢　

孝
行

岸

和
泉　
　

保

監　

査

四　條

林

宮
脇　

照
行

副
会
長

天　

皇

大
平　
　

靖

高　篠

中　

所

本
多　
　

弘

会　

長

大　

中

田
駛　
　

實

仲　南

福
良
見

闍
家　
　

男

追　

上

森
近　

明
夫

宮　

田

西
井　

春
雄

副
会
長

ボラン
ティア
組織

吉　

井

山
内　

春
義

　

し
尿
汲
取
料
金
の
支
払
方
法
が
、
現
金

納
付
だ
け
で
な
く
、
口
座
振
替
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　

●
百
十
四
銀
行

　

●
香
川
県
農
業
協
同
組
合

　

●
香
川
銀
行

　

●
四
国
銀
行

　

●
中
国
銀
行

　

●
高
松
信
用
金
庫

　

●
郵
便
局

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
7
月
2
日

か
ら
各
金
融
機
関
の
窓
口
で
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
料
金
の
口
座
振
替
日
は
、
毎

月
25
日
（
こ
の
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き

は
、
翌
営
業
日
）
で
す
。
第
１
回
目
の
口

座
振
替
日
は
、
９
月
25
日
（
火
）
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

環
境
保
全
課　

薀（
７
３
）０
１
２
３

　

こ
の
手
続
き
は
、
町
が
政
策
を
立
案
す

る
過
程
や
計
画
な
ど
を
定
め
る
過
程
に
お

い
て
、
事
前
に
素
案
を
公
表
し
、
そ
れ
に

対
す
る
意
見
を
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
募
集

し
、
そ
れ
を
考
慮
し
た
上
で
最
終
的
な
意

思
決
定
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ

れ
は
、
平
成
17
年
６
月
の
行
政
手
続
法
の

改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
手
続
き
で
す
。

　

意
見
を
募
集
す
る
際
に
は
、
政
策
案
な

ど
の
概
要
、
意
見
募
集
実
施
期
間
（
案
の

公
表
か
ら
原
則
20
日
以
上
）な
ど
を
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
町
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
に
対
し
て
、
個
別
に
回
答
は
行
い

ま
せ
ん
が
、
実
施
結
果
を
公
表
す
る
際
に

は
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
と
そ
れ
に

対
す
る
町
の
考
え
方
を
公
表
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課　

行
政
改
革
推
進
室

　

薀（
７
３
）０
１
０
０

『
一
票
を  

重
ね
て
築
く  

夢
未
来
』

第
21
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
声
を
国
政

に
反
映
さ
せ
る
議
員
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙

で
す
。

　

入
場
券
を
ご
持
参
の
上
、
皆
さ
ん
そ

ろ
っ
て
投
票
所
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

仕
事
や
買
物
な
ど
で
投
票
日
に
投
票
が

で
き
な
い
方
は
、

期
日
前
投
票
を

す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

薀（
７
３
）０
１
０
０

９
月
か
ら

し
尿
汲
取
料
金
の
口
座
振
替

を
始
め
ま
す
。

ま
ん
の
う
町
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
手
続（
意
見
公
募
手

続
）要
綱
を
制
定
し
ま
し
た
。

3

し尿汲取料金の口座振替・意見公募手続要綱・参議院議員通常選挙
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国
際
交
流
協
会
は
、
中
学
生
の
海
外
派

遣
を
は
じ
め
と
し
て
、
町
民
の
国
際
理
解

を
目
的
と
し
た
海
外
研
修
団
に
対
す
る
支

援
、
外
国
語
講
座
・
日
本
語
講
座
な
ど
各

種
講
座
、イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

海
外
の
諸
都
市
、
地
域
と
友
好
な
関
係
を

築
い
て
い
く
た
め
の
団
体
で
す
。

　

本
協
会
は
、
ご
賛
同
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
の
会
費
と
町
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で

運
営
し
て
い
ま
す
。

◆
年
会
費

（
一
般
会
員
会
費
）

　

一
口
５
０
０
円　
　

1
口
以
上

（
法
人
会
員
会
費
）

　

一
口
５
０
０
円　
　

10
口
以
上

◆
会
費
納
入
方
法

　

本
協
会
で
は
、
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
方

の
た
め
に
、
会
費
の
多
様
な
納
め
方
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。

１
．
自
治
会
で
の
取
り
ま
と
め

２
．
本
協
会
事
務
局

３
．
各
支
所
、
美
合
出
張
所

４
．
町
内
の
公
民
館

５
．
直
接
振
り
込
み

　
　

※ 

香
川
県
農
業
協
同
組
合
で
の
窓
口

振
り
込
み
の
場
合
、
振
込
手
数
料

は
要
り
ま
せ
ん
。

（
振
込
先
）

　

香
川
県
農
業
共
同
組
合
協
栄
支
店

　

普
通
貯
金　

０
０
０
１
０
４
９

（
受
取
人
）　

　

ま
ん
の
う
町
国
際
交
流
協
会

　

〒
７
６
６
│
０
０
２
２

　

ま
ん
の
う
町
吉
野
下
４
３
０
番
地

※ 

旧
仲
南
町
国
際
交
流
協
会
か
ら
当
協
会

へ
２
３
８
万
８
９
７
８
円
の
ご
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
国
際
交
流
協
会

　

ま
ん
の
う
町
企
画
政
策
課
内

　

薀（
７
３
）０
１
０
６

「
国
際
交
流
の
つ
ど
い
」
参
加
者
募
集
中

　

日
本
か
ら
世
界
へ
発
信　

　
　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
行
く
ラ
ジ
オ
体
操

　

保
健
体
育
を
指
導
す
る
た
め
に
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
ネ
パ
ー
ル
へ
渡
り
、
ネ
パ
ー
ル
の
国

民
体
操
（
ナ
マ
ス
テ
体
操
）
を
発
案
し
、

定
着
さ
せ
た
功
績
を
持
つ
酒
井
直
之
先
生

を
招
き
、
ア
ジ
ア
の
実
情
や
海
外
シ
ニ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
事
の
こ
と
な
ど
を
お

聞
き
し
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
ネ
パ
ー
ル
の
映

像
を
見
な
が
ら
、
日
本
の
カ
レ
ー
と
は
違

う
ネ
パ
ー
ル
風
カ
レ
ー
を
堪
能
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
当
日
は
、
写
真
展
も
同
時
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

ネ
パ
ー
ル
に
興
味
が
あ
る
方
だ
け
で
な

く
、
定
年
後
自
分
の
技
能
で
国
際
社
会
に

貢
献
し
た
い
方
、
海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
考
え
て
い
る
方
な
ど
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日　

時
／
７
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

◆
参
加
費
／
５
０
０
円
（
当
日
集
金
）

◆
場　

所
／
か
り
ん
会
館

【
申
込
先
、
問
い
合
わ
せ
先
】

　

ま
ん
の
う
町
国
際
交
流
協
会

　
　

薀（
７
３
）０
１
０
６

　

か
り
ん
会
館

　
　

薀（
７
５
）０
２
０
０

放
送
大
学　

学
生
募
集
中

（
第
2
学
期　

10
月
入
学
）

　

英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
中

国
語
、
ロ
シ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
韓
国

語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
日
本
語
が
学
べ
る
外

国
語
科
目
や
海
外
の
文
化
な
ど
を
学
べ
る

科
目
な
ど
、
多
数
の
科
目
が
開
講
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
特
長

　

・
入
学
試
験
な
し

　

・
マ
イ
ペ
ー
ス
で
自
宅
学
習
が
可
能

　

・ 

授
業
は
、
Ｃ
Ｓ
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク

Ｔ
Ｖ
！
、
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
な
ど
で

　

・ 

学
習
セ
ン
タ
ー
で
視
聴
テ
ー
プ
の
貸

し
出
し
可
能

　

・
１
科
目
か
ら
の
受
講
可

　

・
学
士
（
教
養
）
の
学
位
取
得
可
能

◆
募
集
期
限

　

平
成
19
年
8
月
15
日
（
水
）

【
資
料
請
求
（
無
料
）、
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

　

薀
０
８
７
（
８
３
７
）
９
８
７
７

　

U
R
L:http://w

w
w
.u-air.ac.jp

（

Ｍ

Ｉ

Ｅ

Ａ
　

ミ

ー

ア

）

ま
ん
の
う
町
国
際
交
流
協
会  

会
員
募
集
中

本
協
会
の
趣
旨
や
事
業
内
容
な
ど
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
加
入
を
！

4
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「
気
づ
け
ば
変
わ
る
は
ず
…
社
会
参
画
」

ま
ん
の
う
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
委
員

小
亀　

重
喜

　
「
お
な
ご
し
の
く
せ

に
、
り
こ
げ
に
い
う

の
ぉ
〜
（
女
性
な
の

に
生
意
気
に
意
見
を
言

う
、
と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
）」
…
残

念
な
が
ら
、
長
閑
な
ま
ん
の
う
町
内
の
田

ん
ぼ
の
畦
で
、
ふ
と
耳
に
す
る
世
間
話
の

一
節
で
す
。
も
ち
ろ
ん
ケ
ン
カ
腰
で
も
な

く
深
い
悪
意
も
な
い
わ
け
で
す
が
、
こ
の

「
女
の
ク
セ
に
」
と
い
う
無
意
識
に
発
せ

ら
れ
た
言
葉
こ
そ
女
性
の
社
会
参
画
を
阻

む
最
大
の
壁
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　

妻
や
子
ど
も
を
食
わ
さ
に
ゃ
な
ら
ん
、

と
シ
ャ
カ
リ
キ
に
頑
張
っ
て
来
ら
れ
た
お

父
さ
ん
方
、
一
寸
立
ち
止
ま
っ
て
後
を
振

り
返
っ
て
み
て
下
さ
い
。
男
性
と
同
じ
よ

う
に
、
懸
命
に
家
庭
や
地
域
、
そ
し
て
町

を
支
え
て
き
た
女
性
の
姿
に
気
づ
か
れ
る

は
ず
で
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
女
性
達
が

自
ら
の
意
思
で
モ
ノ
ゴ
ト
を
決
め
ら
れ
る

機
会
と
い
う
の
は
極
僅
か
な
の
で
す
。 

　

男
女
共
同
参
画
は
女
性
だ
け
の
た
め
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
極
端
な
人
口
減

少
が
予
想
さ
れ
る
地
方
や
郡
部
に
お
い
て

は
女
性
の
社
会
参
画
な
し
に
は
発
展
は
あ

り
え
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
「
モ
ノ
申
す
」
女

性
の
ス
テ
ー
ジ
を
創
り
ま
せ
ん
か
？

「
男
女
平
等
が
実
現
さ
れ
る
時
」

ま
ん
の
う
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
委
員

片
山
真
由
美

　

私
は
「
学
校
」
と
い

う
場
所
で
男
女
平
等
に

つ
い
て
学
び
育
っ
た
。

そ
れ
が
「
あ
た
り
前
」

だ
と
、
こ
の
委
員
会
に
参
加
す
る
ま
で

思
っ
て
い
た
。
私
く
ら
い
の
世
代
の
人
の

中
に
は
、
そ
う
思
っ
て
い
る
人
が
少
な
く

な
い
よ
う
に
思
う
。

　

最
近
で
は
、
女
の
子
が
委
員
会
の
委
員

長
を
し
た
り
、
生
徒
会
長
を
し
て
い
る
学

校
も
あ
り
、私
の
出
身
中
学
や
高
校
で
も
、

何
代
か
後
に
は
女
性
生
徒
会
長
が
い
た
。

女
の
子
に
も
様
々
な
機
会
が
与
え
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
や
り
た
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
挑
戦
さ
え
で
き
な
か
っ
た
時

代
に
比
べ
る
と
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
男
女
平
等
が
「
あ
た
り
前
」
だ

と
思
う
私
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
驚
く

こ
と
で
は
な
い
。

　

男
女
平
等
は
す
ご
い
こ
と
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
そ
れ
を
「
す
ご
い
こ
と
」
だ
と

思
わ
な
く
な
っ
た
時
が
、
実
現
さ
れ
た
時

で
は
な
い
か
と
思
う
。

「
男
女
共
同
参
画
委
員
と
し
て
」

ま
ん
の
う
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
委
員

中
矢　
　

亮

　

私
の
職
場
が
病
院

と
い
う
こ
と
で
、
自
分

の
仕
事
の
範
囲
が
法
律

で
定
め
ら
れ
て
い
る
為

か
、
男
女
共
同
と
い
う
点
で
疑
問
に
思
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
調
査
結
果
で
は
、
共
働
き
し
て

い
て
も
家
事
等
に
時
間
を
費
や
す
時
間
は

女
性
の
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
男

女
の
考
え
方
に
も
差
が
あ
り
、
役
割
分
担

に
つ
い
て
、
女
性
は
「
妻
」
男
性
は
「
夫

妻
同
程
度
」
と
い
う
考
え
が
多
い
と
い

う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
個
々
の
事
情
は

あ
り
ま
す
が
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
差
が

少
し
で
も
な
く
な
れ
ば
男
女
共
同
参
画
の

意
に
即
し
て
い
ま
す
し
、
女
性
の
労
力
を

分
割
で
き
れ
ば
、
家
庭
内
、
職
場
内
が
よ

り
円
滑
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

私
は
男
女
共
同
参
画
委
員
と
し
て
参
加

し
て
い
ま
す
が
、
会
議
の
内
容
が
非
常
に

濃
く
す
ば
ら
し
い
会
議
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
私
は
、
人
前
で
話
す
こ
と
が

苦
手
で
ほ
と
ん
ど
発
言
で
き
て
い
ま
せ
ん

が
他
の
委
員
の
方
と
し
っ
か
り
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
今
後
に
反
映
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

夫
婦
の
役
割
分
担
の
実
態

「　

キ
ー
ワ
ー
ド　

」

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス

　

女
性
な
ら
こ
う
、男
性
な
ら
こ
う
だ
と
、

そ
の
人
の
能
力
や
個
性
、
意
思
を
考
え
る

こ
と
な
く
、
性
別
だ
け
で
も
の
ご
と
を
決

め
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
男
女
共
同

参
画
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
こ
う
し

た
先
入
観
や
偏
見
に
気
づ
き
、
改
め
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
住
民
意
識
調
査
結
果
」

「
キ
ー
ワ
ー
ド
」

夫の役割 
どちらかといえば 
夫の役割 夫と妻同程度 

どちらかといえば 
妻の役割 

妻の役割 
該当しない・わからない 

無回答 

①家庭の重大問題の決定 

②家計の管理（やりくり） 

③食事のしたく 

④食事のあとかたづけ 

⑤掃除・洗濯 

⑥買い物 

⑦育児（乳幼児の世話） 

⑧子どものしつけ 

⑨子どもの教育 

⑩老親の介護・看護 

⑪自治会等地域のつきあい 

22.1 28.2 32.6 1.3
0.8
0.9 14.1

4.1 5.9 17.6 23.2 33.5 1.2 14.4

1.2 20.3 58.5 1.2 15.0

1.2 4.4 17.9 59.7 1.2 14.7

1.0 6.8 13.8 62.4 1.2 14.4

1.0 2.6 13.8 24.7 40.9 1.2 15.0

0.0 5.3 20.6 27.4 18.2 28.5
0.0

0.0

0.0

1.2 27.1 18.8 15.3 13.8 23.8

1.5 26.5 17.6 15.0 14.4 25.0

1.5 15.9 19.1 15.3 23.2 25.0

11.2 22.4 25.6 12.4 8.5 5.0 15.0

回答者 
女性：221人 
男性：114人 

（％） 

0.3

0.9

0.6

22.1 28.2 32.6 1.3
0.8
0.9 14.1

4.1 5.9 17.6 23.2 33.5 1.2 14.4

1.2 20.3 58.5 1.2 15.0

1.2 4.4 17.9 59.7 1.2 14.7

1.0 6.8 13.8 62.4 1.2 14.4

1.0 2.6 13.8 24.7 40.9 1.2 15.0

0.0 5.3 20.6 27.4 18.2 28.5
0.0

0.0

0.0

1.2 27.1 18.8 15.3 13.8 23.8

1.5 26.5 17.6 15.0 14.4 25.0

1.5 15.9 19.1 15.3 23.2 25.0

11.2 22.4 25.6 12.4 8.5 5.0 15.0

（％） 

0.3

0.9

0.6
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男女共同参画社会をめざして
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こ
の
た
び
、
か
り
ん
会
館
長
の
藤
田
節
子

さ
ん
が
、
昨
年
の
12
月
10
日
に
初
め
て
実
施

さ
れ
た
「
四
国
観
光
検
定
」
に
合
格
し
、「
四

国
観
光
達
人
」
の
称
号
を
得
ま
し
た
。

　

こ
の
「
四
国
観
光
検
定
」
は
、
四
国
４
県

の
観
光
協
会
が
、
四
国
の
自
然
、
歴
史
、
文

化
な
ど
の
ほ
か
、
四
国
各
県
の
郷
土
料
理
や

伝
統
行
事
な
ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
、
豊

富
な
知
識
を
も
っ
た
人
材
の
育
成
と
観
光
客

の
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
を
目
的
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
検
定
の
受
験
者
数
は
、１
、２
０
９

人
で
、
称
号
を
得
た
の
は
３
６
２
人
。
合
格

率
は
、
約
30
％
で
し
た
。

ま
ん
の
う
町
人
事

□
退
職　
（
3
月
31
日
）

環
境
保
全
課
参
与　

横
山
公
三
▽
総
務
課

係
長　

松
浦
久
代
▽
仲
南
支
所
係
長　

林

綾
子
▽
建
設
課
主
査　

山
本
美
千
代
▽
仲

南
小
学
校
用
務
員　

横
関
勢
津
子
▽
満
濃

南
保
育
所
調
理
員　

三
宅
美
根
子

□
異
動
、
昇
任
（
4
月
1
日
）

議
会
事
務
局
課
長
補
佐
（
ま
ち
づ
く
り
政

策
課
係
長
）
青
野
進
▽
総
務
課
課
長
補
佐

（
教
育
委
員
会
教
育
課
課
長
補
佐
）
黒
川

永
二
郎
▽
総
務
課
課
長
補
佐
（
琴
南
支
所

課
長
補
佐
）萩
岡
一
志
▽
総
務
課
係
長（
企

画
情
報
課
係
長
）
香
川
雅
孝
▽
総
務
課
係

長
（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
係
長
）
天
米
一

志
▽
総
務
課
主
査
（
琴
南
支
所
主
査
）
森

薫
▽
総
務
課
主
任
主
事
（
琴
南
支
所
主
任

主
事
）
黒
川
栄
二
▽
琴
南
支
所
課
長
補
佐

（
住
民
課
課
長
補
佐
）
稲
毛
昭
闊
▽
琴
南

支
所
主
査
（
美
合
出
張
所
主
査
）
佐
野
弥

生
▽
美
合
出
張
所
主
査
（
住
民
課
主
査
）

佐
野
房
子
▽
商
工
観
光
課
課
長
（
教
育
委

員
会
教
育
課
課
長
）
大
西
徹
野
▽
商
工
観

光
課
課
長
補
佐（
産
業
経
済
課
課
長
補
佐
）

脇
隆
博
▽
商
工
観
光
課
主
査
（
ま
ち
づ
く

り
政
策
課
主
査
）
亀
井
真
治
▽
商
工
観
光

課
主
事
（
琴
南
支
所
主
事
）
大
西
美
千
代

▽
商
工
観
光
課
主
事
（
ま
ち
づ
く
り
政
策

課
主
事
）
平
田
哲
朗
▽
企
画
政
策
課
課
長

（
企
画
情
報
課
課
長
）
齋
部
正
典
▽
企
画

政
策
課
課
長
補
佐
（
企
画
情
報
課
課
長
補

佐
）高
橋
守
▽
企
画
政
策
課
課
長
補
佐（
建

設
課
課
長
補
佐
）
長
森
正
志
▽
企
画
政
策

課
課
長
補
佐
（
総
務
課
課
長
補
佐
）
細
原

敬
弘
▽
企
画
政
策
課
主
査
（
企
画
情
報
課

主
査
）奈
良
泰
子
▽
企
画
政
策
課
主
査（
福

祉
保
健
課
主
査
）
松
本
学
▽
企
画
政
策
課

主
任
主
事
（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
主
任
主

事
）
山
下
健
司
▽
企
画
政
策
課
主
任
主
事

（
建
設
課
主
任
主
事
）
斉
藤
美
和
▽
企
画

政
策
課
主
任
主
事
（
企
画
情
報
課
主
任
主

事
）
大
藪
利
博
▽
企
画
政
策
課
主
事
（
総

務
課
主
事
）
森
末
哲
生
▽
税
務
課
課
長
補

佐（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐
）

曽
我
部
照
代
▽
税
務
課
課
長
補
佐
（
総
務

課
係
長
）
尾
闢
裕
昭
▽
税
務
課
主
査
（
産

業
経
済
課
主
査
）
黒
木
正
人
▽
住
民
課
課

長
補
佐（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
課
長
補
佐
）

仁
木
正
樹
▽
住
民
課
主
任
主
事
（
仲
南
支

所
主
任
主
事
）
大
西
み
ど
り
▽
環
境
保
全

課
課
長
補
佐
（
議
会
事
務
局
主
査
）
隅
田

幸
子
▽
福
祉
保
険
課
課
長
（
福
祉
保
健
課

課
長
）
寳
智
俊
史
▽
福
祉
保
険
課
課
長
補

佐
（
福
祉
保
健
課
課
長
補
佐
）
闍
尾
和
代

▽
福
祉
保
険
課
課
長
補
佐
（
福
祉
保
健
課

課
長
補
佐
）
豊
岡
悟
▽
福
祉
保
険
課
課
長

補
佐
（
水
道
課
課
長
補
佐
）
長
田
徹
▽
福

　

4
月
29
日
、
第
１
回
全
日
本
壮
年
空

手
道
選
手
権
大
会
（
極
真
空
手
道
連
盟

極
真
館
主
催
）
が
、
埼
玉
県
戸
田
市
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
、
荒
田
進
氏
（
七
箇
）

が
、
46
歳
以
上
重
量
級
の
部
で
見
事
優

勝
し
、
日
本
一
に
な
り
ま
し
た
。

　

荒
田
氏
は
、「
武
道
空
手
を
通
じ
て

心
を
鍛
え
て
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
自
分
の
稽
古
を
し
て
い
る
姿
が
、
道
場
の
子
供
た
ち
や
同
門
の
方
々
の

励
み
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
、
喜
び

の
言
葉
を
語
り
ま
し
た
。

「四国観光達人」誕生

藤
田
節
子
さ
ん

極
真
空
手
で
日
本
一
に荒田　進 氏

6
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祉
保
険
課
係
長
（
福
祉
保
健
課
係
長
）
道

西
千
恵
▽
福
祉
保
険
課
係
長
（
仲
南
支
所

係
長
）
久
保
田
純
子
▽
福
祉
保
険
課
主
査

（
福
祉
保
健
課
主
査
）
松
浦
正
吾
▽
福
祉

保
険
課
主
査
（
総
務
課
主
査
）
溝
淵
浩
一

▽
福
祉
保
険
課
主
任
主
事
（
環
境
保
全
課

主
任
主
事
）
庄
智
裕
▽
福
祉
保
険
課
主
事

（
福
祉
保
健
課
主
事
）
山
本
悟
志
▽
福
祉

保
険
課
主
事
（
福
祉
保
健
課
主
事
）
松
村

文
枝
▽
農
林
課
課
長（
産
業
経
済
課
課
長
）

久
保
田
正
章
▽
農
林
課
参
与
（
産
業
経
済

課
参
与
）
石
闢
正
則
▽
農
林
課
課
長
補
佐

（
琴
南
支
所
課
長
補
佐
）
闍
尾
昭
弘
▽
農

林
課
課
長
補
佐（
産
業
経
済
課
課
長
補
佐
）

見
間
照
史
▽
農
林
課
係
長
（
産
業
経
済
課

係
長
）
橋
本
和
子
▽
農
林
課
係
長
（
産
業

経
済
課
係
長
）
河
田
勝
美
▽
農
林
課
係
長

（
産
業
経
済
課
係
長
）
三
好
博
文
▽
農
林

課
主
査
（
産
業
経
済
課
主
査
）
山
本
貴
文

▽
農
林
課
主
査
（
税
務
課
主
査
）
平
田
友

彦
▽
農
林
課
主
任
主
事
（
産
業
経
済
課
主

任
主
事
）
三
好
剛
司
▽
農
林
課
主
事
（
産

業
経
済
課
主
事
）
山
内
勉
▽
農
林
課
主
事

（
産
業
経
済
課
主
事
）
森
西
大
▽
建
設
課

課
長
補
佐
（
仲
南
支
所
課
長
補
佐
）
和
泉

博
美
▽
建
設
課
主
任
主
事
（
企
画
情
報
課

主
任
主
事
）
川
田
智
基
▽
建
設
課
主
任
主

事
（
総
務
課
主
任
主
事
）
常
包
一
博
▽
土

地
改
良
課
主
事
（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
主

事
）阿
宅
伸
一
郎
▽
健
康
増
進
課
課
長（
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
室
長
）
細
川
憲
志

▽
健
康
増
進
課
課
長
補
佐
（
健
康
増
進
室

課
長
補
佐
）
元
木
知
恵
子
▽
健
康
増
進
課

課
長
補
佐
（
健
康
増
進
室
課
長
補
佐
）
香

川
昭
弘
▽
健
康
増
進
課
課
長
補
佐
（
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐
）
佐
喜
正

司
▽
健
康
増
進
課
係
長
（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
係
長
）
岡
崎
み
さ
を
▽
健
康
増

進
課
係
長
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係

長
）
山
神
康
敬
▽
健
康
増
進
課
主
査
（
健

康
増
進
室
主
査
）
宮
武
博
文
▽
健
康
増
進

課
主
査
（
福
祉
保
健
課
主
査
）
谷
川
貴
彦

▽
健
康
増
進
課
主
任
主
事
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
主
任
主
事
）
山
口
は
る
え
▽

健
康
増
進
課
主
事
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
主
事
）
高
野
亜
早
美
▽
健
康
増
進
課

主
事
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
事
）

浦
山
真
由
美
▽
健
康
増
進
課
保
健
師
（
健

康
増
進
室
保
健
師
）
堀
田
文
子
▽
健
康
増

進
課
保
健
師
（
健
康
増
進
室
保
健
師
）
平

田
志
保
▽
健
康
増
進
課
保
健
師
（
健
康
増

進
室
保
健
師
）
大
森
千
夏
▽
健
康
増
進
課

保
健
師
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健

師
）三
島
輝
代
▽
健
康
増
進
課
保
健
師（
健

康
増
進
室
保
健
師
）
栗
田
英
里
▽
水
道
課

課
長
補
佐
（
税
務
課
課
長
補
佐
）
天
米
賢

吾
▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
室
長
（
健
康

増
進
室
室
長
）
米
田
能
久
▽
教
育
委
員
会

次
長
兼
学
校
教
育
課
課
長
（
教
育
委
員
会

総
務
課
課
長
）
加
見
重
照
▽
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
課
長
補
佐
（
教
育
委
員
会
総

務
課
課
長
補
佐
）
細
谷
良
二
▽
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
係
長
（
教
育
委
員
会
総
務

課
係
長
）
近
石
美
佐
子
▽
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
係
長
（
高
篠
幼
稚
園
教
諭
）
細

川
八
重
子
▽
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
主

査
（
教
育
委
員
会
総
務
課
主
査
）
鈴
木
正

俊
▽
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
主
査
（
教

育
委
員
会
総
務
課
主
査
）
朝
倉
智
基
▽
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
主
事
（
教
育
委
員

会
総
務
課
主
事
）
渡
辺
良
介
▽
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
課
長
（
会
計
室
室
長
）
平

井
義
照
▽
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
課
長

補
佐
（
企
画
情
報
課
課
長
補
佐
）
田
岡
一

道
▽
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
係
長
（
教

育
委
員
会
教
育
課
係
長
）
石
川
純
子
▽
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
係
長
（
教
育
委
員

会
教
育
課
係
長
）
宮
崎
雅
則
▽
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
主
査
（
琴
南
支
所
主
査
）

藤
原
道
広
▽
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主

査
（
教
育
委
員
会
教
育
課
主
査
）
香
川
純

二
▽
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
査
（
教

育
委
員
会
教
育
課
主
査
）
丸
山
晃
弘
▽
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
任
主
事
（
教
育

委
員
会
教
育
課
主
任
主
事
）
壽
野
誠
▽
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
事
（
教
育
委
員

会
教
育
課
主
事
）
吉
原
涼
子
▽
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
主
事
（
教
育
委
員
会
教
育

課
主
事
）
岩
倉
真
司
▽
満
濃
南
幼
稚
園
教

諭
（
仲
南
北
幼
稚
園
教
諭
）
山
内
京
子
▽

四
条
幼
稚
園
教
諭（
仲
南
東
幼
稚
園
教
諭
）

末
久
章
子
▽
高
篠
幼
稚
園
教
諭
（
教
育
委

員
会
教
育
課
係
長
）
豊
田
早
苗
▽
高
篠
幼

稚
園
教
諭
（
四
条
幼
稚
園
教
諭
）
石
川
景

子
▽
仲
南
北
幼
稚
園
教
諭
（
満
濃
南
幼
稚

園
教
諭
）
河
田
美
千
代
▽
仲
南
東
幼
稚
園

教
諭
（
高
篠
幼
稚
園
教
諭
）
田
中
圭
子
▽

琴
南
保
育
所
保
育
士
（
仲
南
東
保
育
所
保

育
士
）
石
井
博
子
▽
長
炭
保
育
所
保
育
士

（
仲
南
東
保
育
所
保
育
士
）
矢
野
真
由
美

▽
仲
南
東
保
育
所
保
育
士
（
仲
南
北
幼
稚

園
教
諭
）
葛
原
惠
子
▽
仲
南
東
保
育
所
保

育
士
（
琴
南
保
育
所
保
育
士
）
谷
口
ル
リ

子
▽
仲
南
東
保
育
所
保
育
士
（
長
炭
保
育

所
保
育
士
）
西
山
伊
公
子

□
出
向
（
4
月
1
日
）

社
会
福
祉
法
人
ま
ん
の
う
町
社
会
福
祉
協

議
会
（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
課
長
）
竹
林

昌
秀
▽
香
川
県
自
治
振
興
課
（
土
地
改
良

課
主
事
）
小
林
哲
朗

□
新
規
採
用
（
4
月
1
日
）

企
画
政
策
課
技
師　

ベ
リ
ー
歌
織
▽
健
康

増
進
課
主
事　

川
田
裕
子
▽
健
康
増
進
課

主
事　

小
野
功
雄

7
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国
民
健
康
保
険
と
は
？

　

日
本
で
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き

に
安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ
る
よ

う
に
、
す
べ
て
の
人
が
い
ず
れ
か
の
医
療

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

（
国
民
皆
保
険
制
度
）。
職
場
の
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
や
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
な
ど
を
除
く
す
べ
て
の
人
が
、

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保

険
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
一
定

の
自
己
負
担
の
も
と
各
種
医
療
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、
大
き

な
病
気
に
か
か
っ
た
と
き
は
高
額
療
養
費

が
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
は
出
産
育

児
一
時
金
が
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が

死
亡
し
た
と
き
は
葬
祭
費
が
支
給
さ
れ
る

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
一
定
の
要
件
を
満
た
せ

ば
、
40
歳
か
ら
で
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

納
税
義
務
者
は
世
帯
主

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
一
人
一
人
が
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
が
、
加
入
は
世
帯
ご

と
に
な
り
ま
す
。
保
険
税
の
納
付
も
世
帯

ご
と
で
、
納
税
義
務
者
は
原
則
、
世
帯
主

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
世
帯
主
自
身
が
ほ

か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
で

も
、
世
帯
内
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
が
い
れ
ば
、
世
帯
主
あ
て
に
納

税
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
税
額
は
加
入
者
分
の
み
で
計
算
し
て

い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
内
訳

　

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税

は
、
所
得
割
、
資
産
割
、
均
等
割
、
平
等

割
の
合
計
額
で
算
出
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
割
と
は
、
前
年
の
総
所
得
金
額
か

ら
基
礎
控
除
（
33
万
円
）
を
引
い
た
額
に

税
率
を
か
け
た
も
の
を
い
い
ま
す
。
資
産

割
と
は
、
当
該
年
度
の
土
地
家
屋
に
係
る

固
定
資
産
税
額
（
共
有
名
義
の
場
合
は
、

持
分
割
合
で
案
分
。）
に
税
率
を
か
け
た

も
の
を
い
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

で
、
所
得
の
申
告
が
ま
だ
の
方
は
、
収

入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。
前
年
中
の
世
帯
の

合
計
総
所
得
金
額
が
一
定
基
準
以
下
の

場
合
に
は
、
税
の
負
担
を
軽
く
す
る
制

度
が
あ
り
、
申
告
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、

そ
の
軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

あなたの家の保険税はいくら？ 

（1）課税標準額＝前年の総所得金額－基礎控除額（３３万円） 
（2）課税標準額＝当該年度の土地家屋に係る固定資産税額（共有名義の固定資産税については、持分割合で案分します。） 
※この計算で出た税額はあくまで概算ですので、実際の税額と異なる場合があります。 

医療保険分 

所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

課税標準額（1）　　　税率 
（　　　　）円×　　8.5％ 

課税標準額（2）　　　税率 
（　　　　）円×　　30％ 

1人当たり　　　世帯内の加入者数 
　26,000　円×   （　　　）人 

1世帯当たり 
　25,000　円 

 
＝　　　　　円 

 
＝　　　　　円 

　　　　　　　円 
（課税上限56万円） 

 
＝　　　　　円 

 
＝　25,000　円 

介護保険分（40～64歳の方のみ） 

所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

課税標準額（1）　　　税率 
（　　　　）円×　　 1％ 

課税標準額（2）　　　税率 
（　　　　）円×　　 5％ 

1人当たり　　　世帯内の加入者数 
　  6,000　円×   （　　　）人 

1世帯当たり 
　  4,000　円 

 
＝　　　　　円 

 
＝　　　　　円 

　　　　　　　円 
（課税上限9万円） 

 
＝　　　　　円 

 
＝　  4,000　円 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 
年間保険税額 
　　　　　　　円 

国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
っ
て

　
　
　
　
　

ど
う
や
っ
て
決
ま
っ
て
い
る
の
？

【
問
い
合
わ
せ
先
】
税
務
課　

薀（
７
３
）０
１
０
４

8

国民健康保険税や介護保険料ってどうやって決まっているの ?

　
　

蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

蟠
蟠
蟠
蟠

蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
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介
護
保
険
と
は
？

　

介
護
保
険
制
度
は
、
被
保
険
者
の
方
に

納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
と
、
国
・
県
・

町
か
ら
の
公
費
（
税
金
）
を
財
源
に
運

営
し
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
被
保
険
者

の
方
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
被
保
険
者
や
そ
の
家
族
の
方
を
社
会

全
体
で
支
援
し
て
い
く
仕
組
み
で
す
。

　

財
源
の
内
訳
は
、
65
歳
以
上
の
方
（
第

１
号
被
保
険
者
）
が
全
体
の
19
％
、
40
〜

64
歳
の
方
（
第
２
号
被
保
険
者
）
が
全
体

の
31
％
、公
費
が
残
り
の
50
％
（
国
25
％
、

県
・
町
と
も
に
12
・
５
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）

で
あ
れ
ば
、上
記
で
算
出
し
た
保
険
料
を
、

40
〜
64
歳
の
方
（
第
２
号
被
保
険
者
）
で

あ
れ
ば
、
前
頁
で
算
出
し
た
国
民
健
康
保

険
税
の
介
護
保
険
分
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

40
歳
未
満
の
方
は
、
介
護
保
険
分
の

負
担
は
な
く
、
医
療
保
険
分
の
み
の
国

民
健
康
保
険
税
を
、
40
〜
64
歳
の
方
は
、

医
療
保
険
分
と
介
護
保
険
分
を
合
わ
せ

た
国
民
健
康
保
険
税
を
、
65
歳
以
上
の

方
は
、
医
療
保
険
分
の
み
の
国
民
健
康

保
険
税
と
介
護
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

あなたの介護保険料はいくら？ 

（1）老齢福祉年金：明治44年（1911年）4月1日以前に生まれた方または大正5年（1916年）4月1日以前に生まれた方が受けている年金 
（2）課税年金収入額：老齢年金や退職年金など町民税の課税対象となる年金で、遺族年金、障害年金、老齢福祉年金などは含みません。 
　　　　　　　　　  （所得税法第35条第2項第1号に規定する公的年金等の収入金額のこと。） 
（3）合計所得金額：収入からその収入を得るために直接要した必要経費を差し引いた額をいいます。 
　　　　　　　　  （地方税法第292条第1項第13号に規定する合計所得金額のこと。） 
●平成17年度の税制改正による老年者非課税措置の廃止に伴い住民税が課税になった方（昭和15年1月2日以前に生まれた方で前年の合計所得金
額が125万円以下の方）については、激変緩和措置が講じられ、本来の保険料額よりも低い負担割合が適用されます。 

第2段階 第1段階 

26,300円/年 26,300円/年 39,400円/年 基準額 
52,500円/年 65,600円/年 78,700円/年 

第3段階 第4段階 第5段階 第6段階 

はい いいえ 

いいえ 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ はい 

はい 

いいえ はい 

生活保護を受けている 

世帯の誰かが町民税を 
納めている 

町民税を納めている 

老齢福祉年金（1）を受給 
している 

前年の合計所得金額（3）が 
200万円以上である 

前年の課税年金収入額（2）と 
合計所得金額（3）の合算が 
80万円以下である 

■基準額（第4段階）は、次のように算出されます■ 

まんのう町で必要な 
介護サービスの 
総費用 （65歳以上の方の負担分） 

まんのう町に住む 
65歳以上の方の 

人数 

まんのう町の介護 
保険料の基準額 

（52,500円／年） 
19％ ×　　　　　　　  ÷  　　　　　　　＝ 
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国民健康保険税や介護保険料ってどうやって決まっているの ?
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６
月
号
で
、
町
で
は
、
皆
さ
ん
が
受
け

た
基
本
健
康
診
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
、

「
個
別
健
康
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り

健
康
な
体
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
く
こ
と

を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
こ

の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
を
お
伝
え
し

ま
す
。

　

こ
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
対
象
者
は
、
限
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
が
実
施
し
た
基
本
健
康
診
査
を
受

け
、
か
つ
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
〜
74
歳
の
方
で
す
。
そ
の
中
か
ら

「
積
極
的
支
援
」
レ
ベ
ル
と
「
動
機
づ
け

支
援
」
レ
ベ
ル
の
方
を
一
定
の
基
準
で
選

び
、
こ
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
健
康
な
体

を
つ
く
り
た
い
方
を
募
集
し
ま
す
。
定
員

は
、「
積
極
的
支
援
」
で
32
人
、「
動
機
づ

け
支
援
」
で
85
人
で
す
。
今
月
か
ら
募
集

を
開
始
し
、
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

　

こ
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
６
カ
月
を

か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。
ま
ず
、
自
分
が
ど

う
い
う
体
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
と
い
う
目
標
を
立
て
た
上
で
、
ど
う

や
っ
て
そ
れ
を
達
成
し
て
い
く
か
と
い
う

行
動
計
画
を
作
り
ま
す
。

　

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
食
生
活

の
改
善
や
運
動
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
食
生
活
に
つ
い
て
は
、
栄
養
に
関

す
る
知
識
だ
け
で
な
く
、
調
理
実
習
も
行

う
こ
と
に
よ
り
、「
頭
に
よ
る
理
解
」
に

加
え
て
、「
体
に
よ
る
理
解
」
も
目
指
し

ま
す
。
運
動
に
つ
い
て
も
、
体
の
し
く

み
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う
だ
け
で
な

く
、
自
宅
で
で
き
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
指
導
な
ど
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
実
践
的
指
導
に
つ

い
て
は
、
医
師
、
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、

そ
の
他
食
生
活
、
運
動
指
導
に
関
す
る
専

門
的
知
識
を
有
す
る
者
な
ど
が
担
当
し
ま

す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
に
は
、
設
定
し
た

目
標
が
ど
の
程
度
達
成
さ
れ
て
い
る
か
を

「
数
値
」
を
用
い
て
、
評
価
を
し
て
い
き

ま
す
。
例
え
ば
、
腹
囲
、
体
重
は
減
少
し

た
か
、
血
圧
は
低
下
し
た
か
な
ど
を
把
握

し
ま
す
。
さ
ら
に
は
、「
筋
力
」、「
瞬
発

力
」、「
敏
捷
（
し
ょ
う
）
性
」、「
心
肺
持

久
性
」、「
柔
軟
性
」、「
筋
持
久
力
」
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
か
ら
評
価
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事

業
は
、一
人
一
人
に
合
わ
せ
た「
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
」
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、

そ
の
成
果
が
「
目
に
見
え
る
」
形
で
把
握

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
祉
保
険
課　

薀（
７
３
）０
１
２
４

あ
な
た
の
年
金
記
録
を
も
う
一
度

チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

こ
の
た
び
の
年
金
記
録
を
め
ぐ
る
問
題

に
つ
い
て
は
、
大
変
ご
心
配
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
お
わ

び
申
し
上
げ
ま
す
。

◆ 

基
礎
年
金
番
号
に
ま
だ
統
合
さ
れ
て
い

な
い
年
金
記
録
も
大
切
に
保
管
し
て
い

ま
す
。

○ 

平
成
９
年
の
基
礎
年
金
番
号
の
導
入
以

前
に
は
、
転
職
や
転
居
な
ど
に
よ
り
、

お
一
人
が
複
数
の
年
金
番
号
を
持
つ
場

合
も
生
じ
て
い
ま
し
た
が
、
一
人
一
番

号
の
基
礎
年
金
番
号
を
用
い
て
、
年
金

記
録
の
確
認
を
簡
易
・
迅
速
に
行
え
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

◆ 

年
金
記
録
問
題
へ
の
新
対
応
策
を
進
め

ま
す
。

○ 
被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ま

に
は
、
基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
け
ら

れ
て
い
る
加
入
履
歴
を
順
次
送
付
し
ま

す
。

○ 

ま
だ
基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
け
ら
れ

て
い
な
い
約
５
、０
０
０
万
件
の
記
録

を
、
被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
記
録

と
突
き
合
わ
せ
、
未
統
合
の
記
録
が
あ

る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

○ 

社
会
保
険
庁
や
市
町
村
に
記
録
が
な
い

場
合
に
は
、
領
収
書
な
ど
の
証
拠
が
な

く
て
も
、
銀
行
通
帳
の
出
金
記
録
、
元

雇
用
主
の
証
言
な
ど
を
根
拠
と
し
て
、

第
三
者
委
員
会
で
判
断
し
て
も
ら
う
仕

組
み
を
作
り
ま
す
。

○ 

５
年
の
時
効
を
超
え
た
場
合
で
も
、
全

額
お
支
払
い
で
き
る
よ
う
に
す
る
特
別

立
法
が
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
年
金
記
録
相
談
の
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

●
電
話
相
談
（
24
時
間
、土
日
も
対
応
！
）

・
全
国
統
一
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

薀
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

・
記
録
相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
「
ね
ん
き
ん
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

薀（
０
１
２
０
）６
５
７
８
３
０

●
来
訪
相
談

　

社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
を
延
長
し
て

い
ま
す
。

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で

（
月
〜
金
曜
日
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
社
会
保
険
事
務
局
善
通
寺
事
務
所

国
民
年
金
課　

薀（
６
２
）１
６
６
０

国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

い
よ
い
よ
本
格
始
動

被
保
険
者
・
年
金
受
給
者

の
皆
さ
ま
へ
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国保ヘルスアップ事業いよいよ本格始動・年金記録
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15分で朝食作り 

料理レシピ 材料（4人分） 

作り方 

1 2

3 4

～一食に野菜を120g食べよう～ 

冷蔵庫にある 
レタスでさぬきの 
味を楽しもう 

ちしゃもみ 

●エネルギー 83kcal ●たんぱく質 5.6g ●脂質 3.4g ●食物繊維 1.3g ●食塩 0.8g

600kcal栄養バランスのメニュー 
ご飯、ハムエッグ、ちしゃもみ、みそ汁、夏みかん、牛乳 

●レタス 280g　●塩 小さじ1/5　●ちりめんじゃこ 5g 
●すし揚げ 1枚　●白味噌 20g　●酢 大さじ1　●砂糖 大さじ1 
●白ごま 小さじ1

塩 
ちりめんじゃこ　レンジ30秒 
油揚げ　ペーパータオルに 
　　　　包んでレンジ30秒 

手で一口大 
にちぎる 

みそ、酢、さとう 

①、② 

食べたものを、食事バランスガイドのコマにあてはめてみましょう。 

手でもんで柔らかくする 

ペーパー押さえて 
油取る 

せん切り 

白ごま 

水気を絞る 

運動 

水 

おやつ 

主食 

副菜 

主菜 
果
物 

牛
乳 

ご飯200g

ちしゃもみ ＋ 玉ねぎと 
青菜のみそ汁 

ハムエッグ 

夏みかん 牛乳 
※メニューをコマにあてはめると 

麻
し
ん
（
は
し
か
）
に
ご
注
意
！

　

五
月
現
在
、
埼
玉
県
、
東
京
都
な
ど
の

関
東
圏
で
、麻
し
ん
が
流
行
し
て
い
ま
す
。

中
讃
地
域
で
は
７
件
の
発
症
例
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
ま
ん
の
う
町
は
６
件
で
す
。
例

年
、
春
か
ら
初
夏
が
流
行
し
ま
す
の
で
、

今
後
一
層
の
注
意
が
必
要
で
す
。
麻
し

ん
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
の
な
い

方
で
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い
方

は
早
め
に
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

麻
し
ん
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

● 

麻
し
ん
と
は
、
発
熱
、
せ
き
・
鼻
水
な

ど
の
風
邪
症
状
、
発
疹
を
主
な
症
状
と

す
る
感
染
力
が
極
め
て
強
い
感
染
症
で

す
。

● 

麻
し
ん
の
潜
伏
期
間
は
約
10
日
か
ら
12

日
と
い
わ
れ
て
お
り
、重
傷
に
な
れ
ば
、

中
耳
炎
、
気
管
支
炎
、
肺
炎
、
脳
炎

な
ど
を
合
併
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

１
、０
０
０
人
に
１
人
程
度
は
肺
炎
や

脳
炎
を
併
発
し
て
死
亡
す
る
こ
と
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

● 

麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
１
０
０
人
に
２
、３
人

は
免
疫
力
が
つ
か
な
い
場
合
や
麻
し
ん

の
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
、
数
年
か

ら
10
年
以
上
経
過
す
る
と
免
疫
力
が
下

が
っ
て
き
て
、
流
行
時
に
か
か
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

● 

麻
し
ん
に
対
す
る
根
本
的
治
療
法
は
あ

り
ま
せ
ん
。
症
状
を
和
ら
げ
る
対
症
療

法
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
細
菌
感
染
に

よ
る
合
併
症
が
あ
れ
ば
抗
生
剤
を
使
用

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

麻
し
ん
の
予
防
方
法
は
？

● 
麻
し
ん
は
、
非
常
に
感
染
力
が
強
く
、

飛
沫
感
染
・
空
気
感
染
・
接
触
感
染

で
罹
患
し
ま
す
の
で
、
予
防
接
種
を
受

け
て
い
な
い
方
で
麻
し
ん
に
か
か
っ
た

こ
と
の
な
い
方
は
医
療
機
関
で
相
談
の

上
、
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

● 

患
者
さ
ん
に
接
触
し
て
し
ま
っ
て

も
、
三
日
間
以
内
で
あ
れ
ば
麻
し
ん
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
り
感
染
を
予
防
で

き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

● 

麻
し
ん
の
初
期
症
状
は
、
風
邪
様
症
状

と
似
て
い
ま
す
の
で
、
発
熱
な
ど
が
あ

る
方
は
、
外
出
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
症
状
が
あ
る
場
合
は
早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

健
康
増
進
課　

薀（
７
３
）０
１
２
６
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健康だより・食改の食育だより
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英語に関する質問などにお答えします。（教育委員会　リチャード・タルボット）電子メール：r‐talbot@town.manno.lg.jp

満
濃
池
＝
十
市
池 

　

満
濃
池
の
堤
防
西
詰
か
ら
神
野
寺
へ

向
か
う
左
手
に
満
濃
池
竣
工
記
念
碑
が
あ

る
。
そ
の
背
面
に
平
安
時
代
の
歌
人
中
納

言
藤
原
為
家
（
ち
ゅ
う
な
ご
ん
ふ
じ
わ
ら

の
た
め
い
え
）
の
詠
ん
だ
歌
が
刻
ま
れ
て

い
る
。

　

今
は
は
や　

と
を
ち
の
池
の
み
く
り

　

な
わ　

く
る
夜
も
し
ら
ぬ　

人
を
こ

　

ひ
つ
つ

　

為
家
が
大
和
（
現
、
奈
良
県
橿
原
市
）

の
十
市
の
池
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
藤
原

為
家
は
、中
世
を
代
表
す
る
藤
原
定
家（
ふ

じ
わ
ら
の
さ
だ
い
え
）
の
二
男
で
、
歌
人

と
し
て
有
名
で
あ
る
。

　

み
く
り
は
水
草
の
一
種
で
、
そ
れ
が
水

に
漂
っ
て
縄
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を
、

み
く
り
な
わ
と
い
う
。

　

十
市
の
池
は
、
そ
の
こ
ろ
、
と
を
ち
の

0

0

0

0

池0

と
呼
ん
で
い
た
ら
し
い
。
と
を

0

0

は
十
を

表
し
、
ち0

は
千
と
書
く
。
十
が
千
で
万
に

な
る
。
万
は
満
に
通
じ
る
と
い
う
こ
と
で

い
つ
か
満
濃
池
を
詠
ん
だ
歌
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
歌
で
あ
る
。

　

満
濃
中
学
校
の
校
歌
の
二
番
に

　

か
が
や
く
風
よ　

さ
ざ
波
よ

　

十
市
の
池
に
空
海
の

　

遺
せ
し
徳
を
偲
び
つ
つ

　

誠
を
探
ね
朗
ら
か
に

　

励
む
満
濃
中
学
校

と
い
う
歌
詞
が
あ
り
、
満
濃
池
を
十
市
の

池
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
満
濃
池
を
十
市
池
と
い
う

呼
び
方
は
、
次
第
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

十
市
の
池
と
い
う
呼
称
に
人
々
は
ロ
マ
ン

を
求
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
歌
碑
は
、
琴
平
町
の
書
家
故
山
野

象
東
先
生
が
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
漢

字
を
主
に
書
か
れ
て
い
た
先
生
に
は
珍
し

く
、
平
仮
名
の
多
い
書
で
あ
る
。

（
文
責　

吉
野　

齋
部
和
壽
）

　

国
に
よ
っ
て
生
活
習
慣
や
文
化
が
異
な

る
よ
う
に
、
交
通
事
情
も
日
本
と
は
異
な

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
４
つ

ほ
ど
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
車
の
値
段
が
高
い
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
売
っ
て
い
る
車
の

約
70
％
が
外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。
輸
入
先
と
し
て
、
日
本
、
韓
国
、

タ
イ
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
残
り
の
30
％
は
、
国
産
で

す
が
、
作
っ
て
い
る
の
は
Ｇ
Ｍ
ホ
ル
デ
ン

（H
olden

）、
フ
ォ
ー
ド
、
ト
ヨ
タ
、
三

菱
な
ど
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
販
売

さ
れ
て
い
る
人
気
の
車
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

カ
ー
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
４
ド
ア
セ
ダ

ン
で
す
が
、
最
近
で
は
、
軽
自
動
車
や
ミ

ニ
バ
ン
が
次
第
に
経
済
的
に
魅
力
的
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

②
「
車
検
」
が
な
い
。

　

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
車
の
保
守

点
検
は
、
持
ち
主
の
責
任
に
お
い
て
行
わ

れ
る
だ
け
で
、
義
務
的
な
検
査
は
あ
り
ま

せ
ん
。
事
故
の
際
に
、
車
の
整
備
不
良
が

原
因
で
起
こ
っ
た
な
ら
ば
、
運
転
手
の
怠

慢
さ
が
ば
れ
て
し
ま
う
結
果
に
な
り
ま
す
。

③
罰
金
は
か
な
り
高
い
。

　

制
限
速
度
を
９
キ
ロ
オ
ー
バ
ー
す
れ

ば
、75
ド
ル
（
約
７
、５
０
０
円
）
の
罰
金
。

横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
る
歩
行
者
を
無
視

す
る
と
、
１
０
０
ド
ル
（
約
１
万
円
）
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

④
円
形
交
差
点（ro

u
n
d
a
b
o
u
t

）の
存
在

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
円
形
交
差
点

（
左
図
）
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
す
。
日

本
に
あ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
に
似
て
い
ま
す
。

こ
の
交
差
点
で
は
、
交
通
ル
ー
ル
と
し
て

車
は
時
計
回
り
に
進
行
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
何
回
も
こ
の
よ
う
な
交
差
点

を
運
転
す
れ
ば
、
な
ん
で
も
な
い
こ
と
で

す
が
、
初
め
て
経
験
す
る
と
き
は
運
転
が

怖
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
置
い

て
、車
で
の
旅
行
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

Traffi cregulationsand 
conditionsin

W
estern Australia

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
交
通
事
情

リチャード・
タルボット
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上図の場合、右側の車両が優先。
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会 館 ャ ナ ジ ー ル 「
け
が
れ
」
と
「
き
よ
め
」

　

被
差
別
身
分
の
人
た
ち
は
、
小
規
模

農
業
、
皮
革
関
係
や
竹
細
工
な
ど
に
従

事
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
死
牛
馬
処
理
、

地
域
の
警
備
、
牢
舎
の
番
、
犯
罪
人

逮
捕
、
腑
分
け
（
現
在
の
司
法
解
剖
）、

刑
の
執
行
な
ど
の
「
け
が
れ
」
役
の
仕

事
に
従
事
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
け
が
れ
」
役
を
通
じ
て
「
き

よ
め
」
の
役
（
社
会
の
安
全
や
衛
生
の

維
持
に
貢
献
す
る
こ
と
）
を
果
た
し
て

い
ま
し
た
。

　
「
け
が
れ
」
と
「
き
よ
め
」
の
関
係

は
ク
ー
ラ
ー
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
例
え
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
ク
ー
ラ
ー
の
フ
ィ

ル
タ
ー
（
ス
ポ
ン
ジ
）
を
水
洗
い
す
る

と
水
が
ま
っ
黒
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
フ
ィ
ル
タ
ー
は
室
内
の
ホ
コ
リ
や

　

私
た
ち
三
年
生
は
、
理
科
の
時
間
に

あ
お
む
し
を
育
て
て
チ
ョ
ウ
に
な
る
ま

で
の
か
ん
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。

　

四
月
の
終
わ
り
ご
ろ
、
学
校
の
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
に
つ
い
て
い
た
と
て
も
小

さ
な
チ
ョ
ウ
の
た
ま
ご
を
造
田
君
が
見

つ
け
ま
し
た
。
み
ん
な
う
れ
し
く
て
、

し
っ
か
り
目
を
ひ
ら
い
て
見
ま
し
た
。

で
も
、
そ
の
た
ま
ご
は
う
ま
く
よ
う
虫

に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
て
も
か

な
し
く
、
ま
た
く
や
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
畑
で
見
つ
け
た
た
ま
ご
や

あ
お
む
し
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
き
た
の

で
み
ん
な
で
世
話
を
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
た
ま
ご
は
、
葉
に
つ
け
た
ま
ま

か
ご
に
入
れ
ま
し
た
。あ
お
む
し
に
は
、

毎
日
、
新
し
い
キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
を
入
れ

て
や
り
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
小
笠
原
さ
ん
が

持
っ
て
き
た
あ
お
む
し
が
さ
な
ぎ
に
な

り
、
動
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
大
北
君

の
も
、
高
木
さ
ん
の
も
、
ど
ん
ど
ん
さ

な
ぎ
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
休
み
時
間
ご
と
に
見
に
行
き
、
ま

だ
か
ま
だ
か
と
チ
ョ
ウ
に
な
る
の
を

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
と
う
と
う
小
笠
原
さ
ん
の

さ
な
ぎ
が
五
月
十
八
日
に
チ
ョ
ウ
に
な

り
、
か
ご
の
中
で
は
ば
た
い
て
い
ま
し

た
。
ふ
た
を
あ
け
て
、
ま
ど
か
ら
外
へ

出
し
た
時
、
チ
ョ
ウ
は
少
し
ふ
ら
ふ
ら

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、
広

い
空
で
力
一
ぱ
い
楽
し
そ
う
に
と
ん
で

い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
そ
の
チ
ョ
ウ
を
見
て
、
思
わ
ず
、

「
お
め
で
と
う
。
元
気
で
ね
。」

「
し
っ
か
り
と
ぶ
ん
だ
よ
。」

「
長
生
き
し
な
よ
。」

と
言
い
な
が
ら
、
み
ん
な
で
大
き
な
は

く
手
を
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
後
も
、
今
日
ま
で
に
六
ぴ

き
も
チ
ョ
ウ
に
な
り
、
そ
の
た
び
に
み

ん
な
で
は
く
手
を
し
て
送
り
出
し
ま
し

た
。

　

私
は
、
チ
ョ
ウ
を
育
て
て
、
い
の
ち

の
ふ
し
ぎ
さ
や
大
切
さ
が
と
て
も
よ
く

分
か
り
ま
し
た
。
人
間
も
同
じ
だ
と
思

い
ま
す
。
い
の
ち
を
大
切
に
し
て
、
毎

日
元
気
に

す
ご
し
ま

す
。

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
を

育
て
て

琴
南
小
学
校  

三
年

黒  

川　

愛  

伽

煙
草
の
ヤ
ニ
を
吸
っ
て
空
気
を
き
れ
い

に
す
る
浄
化
の
機
能
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
被
差
別
身
分
の
人
も
、
社
会
的
に

は
「
け
が
れ
」
役
を
引
き
受
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
「
き
よ
め
」
の
役
割
を
果
た

し
て
来
ま
し
た
。

　

死
ん
だ
牛
な
ど
の
処
理
に
よ
っ
て
伝

染
病
を
防
ぎ
、
腑
分
け
に
よ
っ
て
死
因

を
明
ら
か
に
し
、犯
人
逮
捕
な
ど
に
よ
っ

て
治
安
の
維
持
に
貢
献
し
て
い
た
の
で

す
。 5

日
時
／
平
成
19
年
7
月
28
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

場
所
／
長
尾
会
館　

参
加
費
／
１
０
０
円

　

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
作
っ
た
り
、
遊
ん
だ

り
す
る
集
い
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】薀（
７
９
）２
０
２
１

「
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
」
を
作
ろ
う
！

民
俗
歴
史
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おめでた

おくやみ

（ただし、教科書、検定代などの
費用は自己負担）。③公共職業安
定所を通じて就職の斡旋が受けら
れます。④校内には寮設備（使用
料無料、食費・光熱水費は月額3
万円程度）があります。
【問い合わせ先】
国立県営兵庫障害者職業能力開発
校（〒664-0845兵庫県伊丹市東有
岡4丁目8番地）
薀072（782）3210
FAX 072（782）7081

◆関節リウマチ講演会
～「リウマチと骨粗鬆症」～

◆日時／ 7月28日（土）午後2時～
午後4時◆場所／丸亀市保健福祉
センター（ひまわりセンター）4F
研修会議室1・2◆講師／真鍋　等
先生（高松平和病院副院長）◆参加
費／無料
※講演終了後、療養相談があります。
【問い合わせ先】
RA ほのぼの会　牛田睦子
薀（62）9398（FAX 兼用）

◆町指定有形文化財の一般公開
◆公開物／絹本著色　阿弥陀如来
像、蓮如筆執持鈔文（紙本墨書）　
双幅◆日時／ 7月16日（月）午前10
時～午後4時◆場所／円徳寺（七箇
2781番地）
【問い合わせ先】
円徳寺薀（77）2217

◆かりん会館イベント情報
～俳画教室／参加者募集～

◆日時／ 7月29日（日）午後1時～3
時◆講師／前田吾迷先生（社団法
人創元会香川支部長）◆受講料／

無料◆持参物／丸筆、顔彩、パ
レットなど（教室で使う道具類を
当日実費で購入できます。参加申
し込みの際に、その旨お伝えくだ
さい。）◆申込締切／ 7月20日（金）
【申込先／問い合せ先】
まんのう池コイネット
薀（75）0200（水曜日を除く。）

◆神野公民館イベント情報
～竹飯づくりに参加しませんか？～
◆日時／ 7月29日（日）午前9時～
午後1時◆場所／元神野小学校運
動場◆対象者／幼稚園児から小学
生まで（親子同伴）◆内容／竹飯づ
くり、竹細工遊び◆講師／竹細工
同好会（代表：小山輝雄氏）の皆さ
ん◆参加費／無料◆申込締切／ 7
月20日（金）午後5時
【申込先／問い合わせ先】
勤労青少年ホーム　薀（75）1515

◆2007まんのう町ひまわりまつり
◆日時／ 7月15日（日）午前9時～
午後3時、小雨決行◆場所／帆山
公民館◆内容／第8回フォトコン
テスト、写生大会、各種バザー、
産直市
※車でお越しの方は、サン・スポー
ツランド仲南の駐車場をご利用く
ださい。なお、当日は、当駐車場
から無料巡回バスを運行します。
【問い合わせ先】
仲南支所　薀（77）2111

◆第2回まんのう町民ゴルフ大会
　参加者募集（先着200人）
　まんのう町民または町内企業に
勤務されている方なら、老若男女、
プロ級、初心者問わず参加可能。
◆とき／ 8月25日（土）◆場所／サ

5月届出分

健やかな成長を・・・（敬称略）

 氏　名 生年月日 保護者名 地区

鈴
す ず き

木 湧
ゆうだい

大   4.23 健郎 長尾
岡
お か だ

田 愛
あ い る

琉   5.  2 宏隆 西高篠
桶
おけど い

樋 空
そ ら

輝   5.  6 政純 岸上
仁
に き

木 千
ち は る

春   5.  9 久雄 炭所東
闍
た か ぎ

木 大
り く

地   5.15 辰徳 四條
三
み し ま

嶋 幸
さ ら

来   5.15 卓司 長尾
西
に し い

井 拓
た く と

斗   5.18 一博 真野
岡
おかは ら

原 啓
け い た

太   5.20 啓介 羽間

5月届出分

ご冥福をお祈りします・・・（敬称略）

 死亡者名 死亡年月日 年齢 地区

千
せ ん だ

田 幸
ゆ き え

江   5.  1 84 真野
平
ひら お

尾美
み す え

壽江   5.  1 74 七箇
黒
くろ か わ

川 幸
ゆきよし

義   5.  4 57 川東
柴
しば た

田喜
き み え

美江   5.  6 77 造田
藤
ふじ さ わ

澤 　 始
はじめ

   5.10 85 岸上
大
おお く ぼ

窪 敏
と し え

江   5.15 80 七箇
藤
ふ じ た

田 　 侑
すすむ

   5.15 75 岸上
饗
あ い ば

庭 澄
す み お

夫   5.19 71 岸上
石
いし ざ き

闢 　 忠
ただし

   5.23 79 吉野
新
にっ た

田スミヱ   5.24 90 吉野下
細
ほそかわ

川八
や え こ

重子   5.24 78 造田
篠
しの は ら

原 浪
な み こ

子   5.25 65 吉野
山
やま も と

本 清
き よ こ

子   5.27 79 中通
※ ご家族およびご遺族の希望により掲載しています。

ンライズヒルズカントリークラブ
◆参加費／ 3,000円（プレー費は実
費）◆申込締切／ 7月20日（金）
【問い合わせ先】
まんのう町民ゴルフ大会実行委員
会（代表：寺島）薀（79）3059
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ひろば ひろば 

（平成18年10月1日発効）
～守ろう！確かめよう！この最低賃金～
　この最低賃金は、臨時やパート
を含むすべての労働者に適用され
ます。ただし、特定の産業（①冷
凍調理食品製造業、②一般機械器
具製造業、③電気機械器具、情報
通信機械器具、電子部品・デバイ
ス製造業、④船舶製造・修理業、
船用機関製造業）については、産
業別最低賃金が適用されます。
【問い合わせ先】
香川労働局賃金室
薀087（811）8919

　この制度は、建設現場で働く
方々のために、「中小企業退職
金共済法」という法律により国が
作った退職金制度です。
◆加入できる事業主／建設業を営
む方◆対象となる労働者／建設業
の現場で働く人◆掛金／日額310
円◆特長／①国の制度なので、安
全、確実、申込手続は簡単です。
②経営事項審査で加点評価の対象
となります。③掛金の一部を国が

助成します。④掛金は事業主負担
となりますが、法人は損金、個人
では必要経費として扱われ、税法
上全額非課税となります。⑤事業
主が変わっても、退職金は企業間
を通算して計算されます。
　ホームページ「建退共」（http://
www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/）
には、退職金の試算、パンフレッ
ト請求など建退共制度の知りたい
情報が記載されています。ぜひ、
アクセスしてご覧ください。
【問い合わせ先】
建退共香川県支部
薀087（851）7919

◆平成19年度自衛官採用試験
航空学生（海・空自衛隊のパイロッ
ト）◆応募資格／高卒（見込含む。）
21歳未満の者（男・女）◆受付期間
／ 8月1日（水）～9月7日（金）◆一
次試験／ 9月22日（土）
一般曹候補生（2年9か月経過以降
選考によって3曹に昇任）◆応募資
格／ 18歳以上27歳未満の者（男・
女）◆受付期間／ 8月1日（水）～9
月7日（金）◆一次試験／ 9月17日
（月）・祝日
2等陸・海・空士◆応募資格／ 18
歳以上27歳未満の者◆受付期間／
男子：年間を通じて行っています。
女子：8月1日（水）～9月7日（金）◆
採用試験／男子：9月15日（土）、
女子：9月24日（月）・祝日
【問い合わせ先】
自衛隊善通寺地域事務所
善通寺市南町3-1-1
薀（63）2363

◆ 平成19年度傾聴ボランティア
養成講座受講者募集（先着順）
◆日時／ 7月12日（木）、7月19日
（木）ともに午前10時～正午◆場所
／満濃農村環境改善センター◆受
講料／無料◆内容／講義「ひとの
話をなぜ聴けないのか？」および
演習◆講師／小野　修　氏（臨床
心理士）◆受講人員／両日で30人
程度◆受講対象者／地域において
傾聴ボランティアとして活動意欲
のある方や傾聴ボランティアに興
味のある方◆申込締切／ 7月10日
（火）
【申込先／問い合わせ先】
社会福祉法人まんのう町社会福祉
協議会（担当：木村）
薀（73）3313
E-mail:syakyou@poem.ocn.ne.jp

◆ オフィスワーク事務科後期生（平
成19年10月入校）15人募集

◆応募資格／一般の能力開発施設
での訓練受講が困難な障害を有す
る人で、次の条件をすべて満たし
ている方①症状が安定し、介護を
必要としない。②就業の意志を有
し、職業的自立が可能である。③
訓練および日常生活に支障がな
く、集団生活に適応できる。④
履修に必要な習得能力と意欲があ
る。◆願書受付締切日／平成19年
7月26日（木）◆選考日／平成19年
8月6日（月）◆合格発表日／平成19
年8月10日（金）◆選考内容／①筆
記試験（国語および数学）②障害・
病状診断書、面接、作業検査によ
り総合的に判定します。◆訓練期
間／平成19年10月～平成20年3月
◆その他／①訓練内容に応じた各
種資格取得が可能。②授業料無料
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募　集

知っていますか？建退共制度

香川県最低賃金は、
時間額629円です。
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♪笑ってうたって♪しあわせ家族 重要稚仔放流事業

琴南地区戦没者追悼式 小学校区通学合宿

ま
ん
の
う
町
は
「
山0

と
川0

が
た
い
へ
ん
豊0

か
な
と
こ
ろ
」
で
す
ね
。

　5月13日、琴南中学校の体育館で山川豊さんの

ミニコンサートが催されました。今回のコンサー

トは、NHKの放送番組「笑ってうたってしあわ

せ家族」の収録の一環として、山川さんが番組で

お世話になったまんのう町（琴南地区）の方々へ

の感謝の意を込めて、行われたものです。

　コンサートでは、「ニューヨーク物語り」（つん

く♂さん作詞作曲）など計5曲が披露され、会場

は笑いと盛大な拍手でいっぱいでした。

松浦亜弥さんコーディネートの衣装で熱唱する山川豊さん

豊
か
な
水
環
境
の
復
活
を

　5月16日、昔の河川環境を復活させようと、琴
南地区の土器川やその支流（明神川）で、鮎の放
流が行われました。
　琴南地区では、みんなに鮎を釣ってもらいたい
という思いのもと、琴南淡水漁業組合の方々が、
昔あった魚道の役目を人間の手で果たそうと、例
年、鮎の放流を行っています。
　この日は、組合の方の協力のもと、琴南地区の
13か所に体長10cm、合計4,000尾の鮎が放流
されました。

土器川に鮎を放流する組合員

学
校
、
地
域
、
家
庭
の
三
位
一
体
で
子
育
て

　5月12日、町内小学校区通学合宿の口火を切っ
て、満濃南小学校区通学合宿の開講式が、農村婦
人の家で行われました。
　開講式で、尾鼻教育長は、１週間にわたる通学
合宿中に学んでもらいたいこととして①協力しあ
うこと②仲良くすること③我慢をすることを参加
者 ( 小学4～6年生16人 ) やその保護者たちに伝
えました。
　今回は、この合宿のために、65人の地域の各
種団体の方々が協力してくれました。

開講式で来賓の話を聞く子どもたち

御
霊
に
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す

　5月22日、琴南公民館で、琴南地区戦没者追悼

式（美合地区遺族厚生会・造田地区遺族厚生会主

催）が行われました。

　先の大戦において、ひたすら祖国を思い、家族

を案じながら、戦場に散り、戦禍に倒れ、戦後異

郷の地で志半ばにして亡くなられた291柱の御霊

に対して、出席者一同哀悼の誠を捧げるとともに、

恒久平和を祈念しました。

英霊に対し平和を誓う参列者
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休日当番医 
テレフォンサービス　�73-4400（日・祝日のみ） 月の行事予定 

スポーツの結果 （敬称略） 

7
日程 行事名 時　間 場　所

2日豺

結核・肺がん検診（補充） 9:00～09:40 なごみ館

10:00～10:40

11:00～11:40

13:00～13:40

14:00～15:40

満濃保健センター

勤労青少年ホーム

高篠ふれあいセンター

満濃農改センター

栄養相談
（要予約薀73-0126） 役場本庁

3日貂

結核・肺がん検診（補充）

健康相談

9:30～11:30

13:30～15:00

10:00～11:30

琴南農改センター

仲南支所

かりん温泉

4日貉 乳幼児健診 13:30～14:30 仲南農改センター

5日貅

ことば相談
（要予約薀73-0126） 満濃農改センター

未楽来運動教室

心配ごと相談

10:00～11:00

13:00～16:00

満濃農改センター

満濃農改センター・仲南支所

6日貊 健康相談 10:00～11:30 満濃保健センター

10日貂 胃・子宮・乳がん検診 8:30～11:00 仲南農改センター

11日貉
心配ごと相談

1歳6か月児健診

9:00～12:00

13:30～14:30

琴南総合センター、琴南農改センター

満濃農改センター

12日貅

こころの健康相談
（要予約薀73-0126） 役場本庁

身体・知的障害者相談 9:30～11:30 琴南農改センター

13:30～16:30 仲南支所

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

13日貊 健康相談 13:30～15:00 追上集会所

17日貂
胃・子宮・乳がん検診

栄養教室

8:30～11:00

9:30～12:30

美合出張所

仲南公民館

18日貉 健康相談 13:30～15:00 帆山公民館

19日貅

身体・知的障害者相談

未楽来運動教室

心配ごと相談

9:00～12:00

10:00～11:00

13:00～16:00

役場本庁

満濃農改センター

満濃農改センター

21日貍 無料法律相談（要予約まん
のう町商工会薀73-3711） 13:30～15:30 まんのう町商工会館

24日貂 胃・子宮・乳がん検診 8:30～11:00 仲南農改センター

25日貉
行政相談・心配ごと相談

乳幼児健診

13:00～16:00

13:30～14:30

仲南支所

満濃農改センター

26日貅

こころの健康相談
（要予約薀73-0126） 琴平ゆうあいの家

健康教室・健康相談

未楽来運動教室

10:00～14:00

10:00～11:00

エピアみかど

満濃農改センター

27日貊 健康相談 13:30～15:00 新目小国会館

30日豺 健康相談 9:30～11:30 美合出張所

日 科 医療機関名 電話

1日
内科 大浦内科消化器科医院 75－1600

外科 松浦外科胃腸科医院 75－3211

8日 内科 いわさき循環器科内科クリニック 75－2700

15日 内科 池田内科医院 73－2366

16日
内科 森内科医院 73－4188

外科 山本ヒフ泌尿器科医院 75－3112

22日
内科 平尾小児科医院 73－5300

外科 岩佐病院 73－3535

29日 内科 林医院 75－5125

※当番医は予告なく変更する場合があります。ご了承ください。

平成19年  町内の110番119番
区　分 5月中 1月からの累計

交通事故

物損（件） 33（25） 165（166）

人身（件） 21（21） 76（  72）

死亡（件）   0（  0） 0（　2）

救急出動
火災（件）   3（  2） 15（　8）

救急（件） 82（90） 391（392）

（　　）は昨年同期

とき 大会名 場所 結　果
5
月
13
日
豸

第26回まんの
う町長杯ソフト
ボール大会

祓川河川敷
グラウンド

優　勝：岸の上

準優勝：琴南クラブ

5
月
20
日
豸

まんのう町長杯
卓球大会

満濃武道館

ダ
ブ
ル
ス
戦

優　勝：竹内佐、竹内健

準優勝：大野、高鳥

第３位：篠原、辻村

5
月
20
日
豸

まんのう町グラ
ウンドゴルフ協
会杯大会

神野公民館
グラウンド
参加 :70人

優　勝：貞闊光雪（炭所東）

準優勝：前田宏一（四條）

第３位：旭　　昇（新目）

5
月
27
日
豸

第2回まんのう
カップ春季ソフ
トボール大会

健康ふれあ
いの里・琴
南中学校

優　勝：国士多度津（多度津町）

準優勝：ルーズ・ダディー（琴平町）

6
月
3
日
豸

第25回まんの
う町体育協会会
長杯ソフトボー
ル大会

祓川河川敷
グラウンド

優　勝：琴南クラブ

準優勝：体協四条支部
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リサイクル可能な 
大豆油インクを使用しています。 

古紙配合率100％ 
再生紙を使用しています。 

●この広報誌は、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全戸に配布しています。 
　配布についての問い合わせは、まんのう町企画政策課  �（73）0106まで。 
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高 篠 小 学 校 記 者 ク ラ ブ 

　 

四条小学校  4年 

三 好 和 秀 

「森のプロゴルファー」 

四条小学校  2年 

佐 竹 真 輝 

いつもにこにこ希乃ちゃん 
元気で大きくな～れ。 

保護者からのメッセージ 

長谷川　希乃ちゃん　（0歳） 
平成18年11月18日生（公文） 
父：公一さん　母：千恵美さん 

はせがわ  のの  

ふ
れ
合
い
学
級 

    

　
高
篠
小
学
校
で
は
、
六
月
三
日
の
日

曜
日
に
、
家
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
体
験

学
習
を
す
る
「
ふ
れ
合
い
学
級
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
一
年
生
は
「
ふ
わ
ふ
わ
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
作
り
」
二
年
生
は
「
夏
野
菜
ピ
ザ

作
り
」
三
年
生
は
「
万
華
鏡
工
作
」
四

年
生
は
「
焼
き
物
づ
く
り
」
で
し
た
。 

　
私
た
ち
六
年
生
は
五
年
生
と
い
っ
し

ょ
に
科
学
実
験
「
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
不

思
議
」
を
学
習
し
ま
し
た
。
去
年
と
同

じ
発
明
協
会
の
方
が
来
て
く
れ
る
と
い

う
こ
と
で
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。 

　
最
初
は
発
明
協
会
の
方
か
ら
発
明
に

つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ラ
イ
ト

兄
弟
よ
り
も
先
に
飛
行
機
を
作
ろ
う
と

し
た
日
本
人
が
い
た
こ
と
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
二
宮
忠
八
さ
ん
と
い
う
人

で
、
仲
南
の
峠
で
飛
行
機
を
発
案
し
た

そ
う
で
す
。
私
た
ち
の
身
近
な
所
に
そ

ん
な
す
ご
い
人
が
い
た
こ
と
に
、
と
て

も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
他
に
も
、
小
学

生
が
発
明
し
た
万
能
電
池
ボ
ッ
ク
ス
に

つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
、
難
し
い
発
明

が
よ
り
身
近
で
楽
し
い
も
の
に
思
え
ま

し
た
。 

　
次
に
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
実
験
を
し
ま

し
た
。
材
料
は
フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
、
糸
、

小
さ
い
ビ
ニ
ー
ル
。
そ
れ
ら
で
パ
ラ
シ

ュ
ー
ト
を
作
り
ま
す
。
そ
し
て
フ
ィ
ル

ム
ケ
ー
ス
の
中
に
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を
入

れ
て
ふ
た
を
し
ま
す
。
ド
ラ
イ
ア
イ
ス

か
ら
出
た
炭
酸
ガ
ス
の
力
を
利
用
し
て

ふ
た
を
飛
ば
し
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
落

ち
て
く
る
と
い
う
仕
組
み
で
し
た
。
お

母
さ
ん
は
、
た
め
し
に
ふ
た
を
落
と
し

て
み
て
も
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
が
う
ま
く
開

か
な
か
っ
た
の
で
、「
飛
ぶ
か
な
・
・
・
。」

と
言
っ
て
い
た
け
ど
、
実
験
し
て
み
る

と
い
き
お
い
よ
く
、
ボ
ン
！
と
飛
び
、

す
ご
い
迫
力
で
し
た
。
実
験
が
成
功
し

て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

　
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
発
明
の

話
を
聞
い
た
り
実
験
を
し
た
り
し
て
、

と
て
も
楽 

し
く
勉
強 

に
な
り
ま 

し
た
。 

Ju
ly

まんのう町携帯版 
HP：QRコード 

高篠小学校  6年 
三 � 遥 加 


